
31th ISTSにおける超小型人工衛星「ITF-2」に関する発表を終えて 

  筑波大学大学院 博士前期課程 1年 保田 敦司 

 

 愛媛県松山市で 6月 3日~9日に行われた 31th ISTS(International Symposium on Space 

Technology and Science)へ参加、および研究発表を行った(Fig. 1)。本学会は宇宙工学・科

学・医学・法学・教育などに携わる研究者、またはそれらの分野の関係者による国際学会で

あり、2年前の前回大会では 39ヶ国から 1500人以上が参加した。 

 今回、6 月 6 日に小型衛星のミッションに関するセッション[f-2] Mission2 において、

Nano satellite “ITF-2” developed by University of Tsukuba (Yasuda, A. et al. 2017) とい

うタイトルで発表を行った(Fig. 2)。筑波大学「結」プロジェクトが開発した超小型人工衛

星「ITF-2 (Imagine The Future-2)」は筑波大学発の 2機目となる超小型人工衛星であり、

5 つのサブシステム(電源、通信、C&Dh、姿勢制御、熱構造)で構成されている。本発表で

はそれらの仕様について発表を行った。また、ITF-2は 2017 年 1月 16日に国際宇宙ステ

ーションから放出され、電波受信およびコマンド送信を放出後 1日以内に成功させ、ITF-2

内部機器の健全性確認およびミッション達成に必要なコマンドの確認も終えた。現在はミ

ッション達成に向けた定常運用に移行している。本発表では、放出から 2017年 6月現在ま

での ITF-2運用結果および各ミッションの達成状況、今後の展望について発表を行った。 

 本発表はセッションで行われ、会場には 30名ほどの人が参加していた。発表終了後には

海外の方から ITF-2 の仕様について質問を受け、また韓国で人工衛星を開発している学生

からも質問を受け、ITF-2開発での知見や情報を提供することができた。筑波大学では ITF-

2運用開始まで宇宙実績のある衛星バス部の確立を達成できておらず、これまでは情報や知

見を受け取る側であった。今回の運用結果から、衛星バス部の確立を達成することができ、

衛星開発経験団体としてまとまった情報や知見を提供する側に立てたと感じている。今後

は、開発から運用を通して得られた経験や情報、反省点や改善点も含めた内容をより詳細に

まとめ、他団体に提供できる形にするだけでなく、次号機開発にも活かしたいと考えている。 

 

Fig. 1 31th ISTS本会場 

 

Fig. 2 発表様子 

 


